
1 

 

「墨田区高齢者福祉総合計画・第 9期介護保険事業計画(案)中間のまとめ」 

に関するパブリックコメント等の結果報告について 

 

 

１ パブリックコメント 

⑴ 公表資料 

ア 概要版「墨田区高齢者福祉総合計画・第９期介護保険事業計画(案)中間のまとめ」 

イ 計画本書「墨田区高齢者福祉総合計画・第９期介護保険事業計画(案)中間のまとめ」 

⑵ 意見募集期間 

令和５年１２月８日(金)から令和６年１月９日(火)まで 

⑶ 意見募集の周知・公表方法 

ア パブリックコメントの周知 

・ 区のお知らせ(令和５年１２月８日、高齢者福祉・介護保険特集号)  

・ 区ホームページ 

イ 公表資料の閲覧場所 

・ 区民情報コーナー(区役所 1階) 

・ 介護保険課、高齢者福祉課窓口（区役所４階） 

・ 区ホームページ 

⑷ 意見提出方法 

文書を郵送、ファックス、電子メール又は持参により提出 

⑸ 提出先 

介護保険課 

⑹ 意見募集の結果 

意見提出者数 ２人 

意見総数     ６件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料１ 
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【パブリックコメントでの意見等の概要と区の考え方】 
 

NO. 意見等の概要 区の考え方 

老人ホームの運営支援について 

1  老人ホームの慢性的な人手不足

により、事故が起こらないか心配で

ある。 

 老人ホームに対してロボット掃

除機を区からプレゼントしてはど

うか。 

ICT化や介護ロボットの活用により、業務効

率化や業務負担の軽減を図ることで、職員の視

野が広がり、事故につながる要因の発見、解消

を行うことができ、事故防止に資するものと思

います。 

 東京都において、令和５年度に、掃除・配膳

ロボットの導入支援事業が実施されており、今

後の東京都の支援事業の動向を踏まえ、都と連

携して、介護施設の人材不足に対する施策を検

討、実施していきます。 

 

 

2  ある老人ホームでは、おむつを新

聞紙で包んで捨てているが、使用す

る新聞紙は、家族が自宅から持参し

たり、近隣の方から寄付をいただい

ているらしい。そのようなちょっと

したことが老人ホームの助けとな

る。 

 また、先日、毛糸を寄付したとこ

ろ「編み物の好きな方が使う」とい

うことで喜ばれた。 

 老人ホームの人手不足解消のた

めに何ができるのか、老人ホームの

要望を聞いて欲しい。 

 

 区では、地域包括ケアの視点から、介護施設

は、地域とのつながりを大切にしながら運営を

することが望ましいと考えています。 

地域に支えられながら施設を運営すること

は、施設の人材不足対策に有意義であると考え

ますので、ご紹介いただいた事例などを周知す

るとともに、より地域と連携した施設運営の観

点から、施設の意見を聞き、支援を検討してい

きます。 

 

3  老人ホームに区からまとめてお

むつを寄付できないか。現在、おむ

つの助成制度などもあるが、いちい

ち申請手続きなどが必要なのは家

族にとって負担である。要は、おむ

つが必要な人に届けばそれで良い

と思う。 

 区から自動的におむつが届けば、

老人ホームの職員の発注する手間

など、職員の負担軽減になると思

う。 

 

 

 

 区で実施している紙おむつ等支給事業では、

テープ型、パンツ型、尿取りパッドなどの種類

やサイズ、枚数などが組合せで選べる仕組みに

なっており、申請手続を区民の方から行うこと

によって利用者一人ひとりのニーズに応じた

支給が可能となっています。 

 このため、本事業の申請手続は事業の趣旨か

ら必要であると考えますが、今回御意見いただ

いた内容は高齢者給付サービスの向上のため、

今後の参考にさせていただきます。 
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NO. 意見等の概要 区の考え方 

認知症サポーターの目標値について 

4 計画本書 P86 

（重点推進事業の活動指標におい

て）認知症サポーター累計数は令和

４年度の段階で既に 28,000 人以上

の実績があるのに、令和６年度の目

標が 27,000 人に下がるのは何故

か。 

 また、そもそも「累計」を目標と

する必要があるのか。 

 

 令和６年度以降の目標値を算出する際に、令

和５年度の目標値を基に設定を行っていたた

め、ご指摘いただいたとおり、実績を下回る矛

盾が生じてしまいました。改めて、令和４年度

の実績値を基に令和６年度以降の目標値を再

設定いたします。 

 また、活動指標の認知症サポーター数を「累

計」にすることで、墨田区の人口に対する認知

症サポーター数の割合の把握が容易になり、区

内における認知症に関する知識の普及啓発の

進捗状況を測ることができると考えているた

め、目標も「累計」としています。 

給付実績と見込みについて 

5 計画本書 P89-95 

各サービスの実績値が計画値と

乖離した部分をどう捉えているの

か。 

また、墨田区は今期の実績と次期

計画が同じページに表記されてい

ないため、同じページにした方が見

やすいと思う。 

 

 各サービスの実績値と計画値の乖離につき

ましては、第８期計画期間がコロナ禍における

影響を大きく受けた時期であるため、訪問系サ

ービスの利用が増えた一方で、通所系のサービ

スの利用が計画を下回った結果であると分析

しています。 

 計画と実績の表記につきましては、前期計画

期間における各サービスの計画値・実績値・計

画比を並列して表記することにより、前期計画

の進捗状況や乖離状況を容易に把握していた

だけるという考えで、この記載方法を採用して

います。 

6 計画本書 P89-95 

計画の「ふり返り」が無いため、

何故その数値と見込んだのかが分

からない。計算式はよく分からない

が、その見込が精緻であればあるほ

ど、介護の保険料も安く済むのでは

ないかと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次期計画期間中における介護サービス見込

量及び介護給付費見込額は、都道府県・区市町

村における介護保険事業（支援）計画等の策定・

実行を総合的に支援するための国の情報シス

テムである「地域包括ケア「見える化」システ

ム」を用いて算出することとされています。 

 このシステムでは、第８期計画期間中の各サ

ービスの利用状況の推移や要支援・要介護認定

者数の推移、介護給付費の実績等に基づき、第

９期計画期間における介護給付費見込額等を

算出しています。 

 ご指摘のとおり介護給付費の見込みの精度

を上げることが、適切な介護保険料の算出に繋

がります。システムにより算出された見込額を

基に、区の施設整備計画などを正確に反映さ

せ、適切な介護保険料の設定に努めたいと考え

ています。 
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２ 区民説明会 

⑴ 日時 

令和５年１２月１８日（月）午後７時から午後８時まで 

⑵ 場所   

すみだリバーサイドホール１階会議室 

⑶ 参加人数  

１０人 

⑷ 主な質問・意見 

   ９件 
 

【区民説明会での意見等の概要と区の考え方】 
 

NO. 意見等の概要 区の考え方 

基本理念について 

1  本計画の基本理念として「人

と人とがつながり、高齢者が住

み慣れた地域で、自分らしく生

きがいをもって生活することが

できるまち」を掲げているが、

本当に実現できるのか。 

 介護サービスの適切な利用や見守りネットワ

ークによる見守りを受けながら地域で生活をし

ていただいたり、住まいをお探しの方へ認知症

高齢者グループホームや特別養護老人ホーム等

の施設整備を行うなど、様々な視点から、高齢

者が墨田区で自分らしく生活していただけるよ

う、可能な限り、区としてサポートしていきた

いと考えています。 

2 基本理念の実現にあたり、行

政はどこまで、どのように関わ

るのか。 

 高齢者自身による自助や、地域の皆様や民間

事業者、医療機関等との連携による互助、共助

の視点も踏まえ、墨田区協治（ガバナンス）推

進条例の考えに基づき、行政が担うべき役割を

しっかり果たしていきたいと思います。 

特別養護老人ホームの整備について 

3  社会福祉法人賛育会（以下

「賛育会」という。）が整備を

進める新規の特別養護老人ホー

ムは、区立たちばなホーム及び

はなみずきホームを機能移転す

ることから、区立施設として整

備し、賛育会が運営主体となる

のか。 

 区立たちばなホーム及びはなみずきホームは

廃止とし、新規の特別養護老人ホームの運営主

体は賛育会となります。 

4 新規の特別養護老人ホームで

は、区立たちばなホーム及びは

なみずきホームと同様のサービ

スを受けることができるのか。

また、いつ頃開設するのか。 

 新規の特別養護老人ホームにおいても、区立

たちばなホーム及びはなみずきホームと同様の

サービスを受けることができると考えていま

す。 

 また、開設の時期は、工事の進捗にもよりま

すが、令和８年２月を予定しています。 
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NO. 意見等の概要 区の考え方 

日常生活圏域別地域包括ケア計画について 

5 概要版 28ページに「2023

（令和 5）年 6月から 9月にか

け、各高齢者支援総合センター

において計画策定のための地域

ケア推進会議を実施」とある

が、この会議は来年も実施され

るのか。 

 各高齢者支援総合センターにおいて毎年地域

ケア推進会議を実施していますが、地域包括ケ

ア計画は、第９期計画と同様に３年に１回策定

しているため、地域包括ケア計画策定に向けた

地域ケア推進会議は、３年後の令和８年に実施

いたします。 

計画書に用いられる用語について 

6 計画書に用いられる用語が、

バックキャスティングやロジッ

クモデル、インセンティブとい

った分かりにくい言葉が多いた

め、分かりやすい言葉を使って

ほしい。 

 ご意見の趣旨を踏まえ、表現を再考いたしま

す。 

介護サービス提供事業者の ICT 化と介護支援ロボットについて 

7 小規模な介護事業所において

は、介護ロボット等の活用にあ

たって、その申し込みや申請の

仕方が難しいという声を聞くた

め、行政としてサポートしてほ

しい。 

 第 9期計画では、介護現場の生産性向上の取

組みを都道府県の努力義務とするとともに、区

市町村は都道府県と連携して生産性向上に取り

組むとされています。ＩＣＴ化や介護ロボット

の導入は生産性向上に資するものであるため、

小規模事業所も含めて、補助制度を活用して導

入できるよう、事業所をサポートしていきま

す。 

地域包括支援センターについて 

8 地域包括支援センターの位置

付けを教えてほしい。 

 地域包括支援センターは全て区が委託してい

るため、委託先の事業者がその役割を担ってい

ます。地域包括ケアシステムを進める中で、地

域包括支援センターや高齢者みまもり相談室が

基盤となっていると認識しています。 

9 ケアマネジャー等の民間事業

者と地域包括支援センターはど

のように連携しているのか。 

 地域ケア会議において高齢者に対する課題解

決の場を設けたり、高齢者支援総合センターに

おいて作成している介護予防ケア計画のケアマ

ネジャーへの再委託、高齢者支援総合センター

によるケアマネジャーが抱える悩みに対するフ

ォロー等を行うなど、様々な部分でケアマネジ

ャーと高齢者支援総合センターとが連携してい

ます。 

 

 


